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神よ、変えることのできるものについて、それを変えるだけの勇気をわれらに与えたまえ。 

変えることのできないものについては、それを受入れるだけの冷静さを与えたまえ。そして、 

変えることのできるものと、変えることのできないものとを、識別する知恵を与えたまえ。 

    ラインホルド・ニーバー               仙洞田安宏会員選 

 

 

 

 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 

 

日時：2015 年１１月１０日(火) 18:45～ 

会場：ホテル談露館  配席：自由 

担当：国際・交流  司会：Ｐ.ﾏｳﾝﾄﾌｫｰﾄﾞ会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 フードバンクとは、十分に安全に食べられるのに、

箱が壊れたり、印字が薄くなったりして、販売できな

い食品を企業から寄贈してもらい、必要としている施

設や団体に無償で提供する活動です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆◆ 巻 頭 言 ◆◆◆  

 ワイズの皆様、ようこそ甲州へ              

会長 秋山仁博 

 今月は、約束のあずさ部会での甲州弁の挨拶を標準語に

直しました。 

甲州弁：て～！、男しも女しも、わざわざえらい遠くまで来てくれ、

ありがとうごいす。おらんとうのクラブから、標さんちゅう、あずさ

部長がえらく頑張ってくれてるけん、おらんとうもちっとばかしだ

けんど、クラブ全員で、いっぺー応援をしっかと思うずら。 

 今日の、寄りえーを、わにわにしなんで、こぴっと記憶に残る

ように、お互いに遠慮しなんで、くっちゃべって、おまんとう皆の

協力で、中身のある寄りえーにするずら。今日の寄りえーの

内容は、会議・講演会・そしておごっそうも出るし、てんこ盛りの

内容なもんで、おしんめーまでゆっくりしておくんなって。 はん

で同じ様な挨拶ばっかじゃ、だっちもねーから、本物の甲州弁

でやつけました。久しぶりの、大だちょなもんで、めためた気が

きかんこんもあったかも知れんけん、この甲州弁にめんじてご

免なって。本当にえらい遠いとこまで来てくれて、ごっちょでご

いした。 

標準語訳：まあー！ メンもメネット、非常に遠方までお越し

戴いて有難う御座います。我々のクラブ出身の標あずさ部長

が非常に頑張っていますので、少しでもクラブ全員で大いに

応援をしています。今日の会議を、無駄にしない様に、しっ

かり記憶に残る様に、遠慮ない対話と協力で、中身の濃い会

議にしたいと思います。今日の会議は、会議・講演会・そして

美味しい懇親会と盛り沢山の準備をしていますので、最後ま

でゆっくり楽しんで下さい。いつも同じような挨拶ばかりでは、

つまらないと思いましたので、甲州弁で挨拶をしました。久し

ぶりの、大イベントなので、色々気づかない点も有ったと思い

ますがお許し下さい。最後に遠方まで来ていただいて、本当

に有難いと思います。 

  

 

会 員 数  ３７名   例会出席  ２１名 

ゲ ス ト  神山玄太様  出 席 率  ６２％ 

メイキャップ ２名（一部未確認） 

 

 

・開会点鐘           秋山仁博会長 

・ワイズソング、ワイズの信条 

・会長の挨拶・ゲスト紹介など  秋山仁博会長 

・今月の言葉         仙洞田安宏会員 

・ワイズディナー 

・卓話「フードバンク山梨の活動と子供の貧困」 

講師：フードバンク山梨理事 米山恵子様 

・ＥＭＣ会員増強（Ⅱ）     大澤英二会員 

・あずさ部、東日本区より 

・諸報告  

・ハッピーバースデイ＆アニバーサリー 

・ＹＭＣＡの歌    

・閉会点鐘           秋山仁博会長 

プログラム 

国 際 会 長 主 題：信念のあるミッション   Wichian Boonmapajorn（タイ） 

アジア地域会長主題：愛をもって奉仕をしよう  Edward K.W.Ong（シンガポール） 

東 日 本 区 理 事 主 題：原点に立って、未来へステップ     渡辺 隆（甲府） 

あ ず さ 部 長 主 題：ワイズメンとして一歩前進       標 克明（甲府） 

甲府クラブ会長主題：夢をつなごう             秋山仁博    

１０月のデータ 

  甲 府 ク ラ ブ 

2015 年 11 月 会報 
●今月の強調目標 

ワイズ理解／ファミリーファスト 

■今月のことば■ 
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１０月例会報告 
 １０月１３日、いつもの通り談露館において、例会が開

催された。会長から、間近に迫ったあずさ部部会を成功

させよう、との挨拶があり、大澤会員から今月のことば

の「平和を実現する人々は幸いである」（マタイによる福

音書）について、現在の我々にとって、平和を実現する

ための努力が必要とされている、との解説があった。 

ワイズディナーの後はいよいよ「会員増強計画につい

て」をテーマに、資料が配布された。しばらく例会を休

んでいる平原会員によるメッセージは、ブリテンにも掲

載されているが、配布資料にも平原会員の思いが込めら

れていた。その資料は「甲府クラブ会員増強マニュアル」

と題された、会員増強の手法と、数十人の候補者の名簿

が合わさったもので、計 10 ページを超える。大澤会員が

資料に沿って説明を加え、さらに候補者に、ＹＭＣＡ／

ワイズメンズクラブの活動を説明するチラシ等の案内も

あった。今後、候補者を例会に招いたり、活動に参加し

ていただいたりしていきたい。 

 その後、あずさ部部会の流れについて打合せた。また、

ＹＭＣＡから、新会館の検討を始めること・理事長が鈴

木会員から大澤会員へ交替したこと・小池さんの産休（育

休予定）に伴い新職員採用のことの連絡、バザーへの協

力・障がい児学童保育を始めるための空き家探しの依頼

があった。諸連絡の後、閉会した。  （石川博） 

 

 

 

◎10 月 27 日（火） 18：30～20：30 山梨ＹＭＣA 

◎出席 秋山/済本/荒川/仙洞田/標/小倉/大澤/丸茂/

石川（博）/鶴田/渡辺（隆）/Ｐ.マウントフォード 

 【報告事項】  

①１０月１８日開催のあずさ部部会の反省及び仮決算 

 ②鈴木健司会員がしばらく例会を欠席するとの連絡あり 

 ③１０月例会で集めた「常総市水害募金」お礼の手紙 

④ＹＭＣA バザーの準備と担当者確認  

⑤伊東クラブ４０周年参加者確認及び今後の呼びかけ 

【協議事項】  

①１１月例会の講師にテーマを確認。 

②１１月例会にＥＭＣ委員会より１５分程説明がある。 

③１２月例会は２部構成で、前半は礼拝、後半は、オー

クションを盛大にして盛り上げる。 

④新年合同例会は、役員会が企画し、２１クラブとの合

同で「談露館」にて実施する。  

⑤富士クラブとの交流会を会員に呼びかけ実施する。日

程は１月２３日～２４日（土日）、会場は下部温泉辺りで、夕

方から始めて一泊と日帰りの会員を把握する。 （秋山） 

 

 

・10 月 2 日(金) 東日本区ＬＴ委員会(四谷・日本Ｙ

ＭＣＡ同盟)  仙洞田 

・10 月 3 日(土) 関東東部部会(江東区・清澄庭園)

渡辺・仙洞田・二子石 

・10 月 10 日(土) 東新部部会(東京ＹＭＣＡ東陽町セ

ンター) 渡辺・仙洞田・二子石 

・10 月 10 日(土) 松本クラブ例会(松本市) 渡辺 

・10 月 21 日(水) 日本ＹＭＣＡ同盟ＳＴＥＰⅡ研修会 

(水道橋・ＡＹＣ) 渡辺 

・10 月 21 日(水) 長野東日本区大会実行委員会(長野

市) 仙洞田 

・10 月 23 日(金) 東日本区常任役員会(四谷・日本Ｙ

ＭＣＡ同盟) 渡辺・仙洞田・二子石 

・10 月 24 日(土) 東日本区定款見直しチーム会合 

(四谷・日本ＹＭＣＡ同盟) 渡辺・小倉 

・10 月 24 日(土) 金沢八景クラブ１０周年を祝う会 

(横浜市) 渡辺  

・10 月 28 日(水) 熱海・熱海グローリー合同例会 

(熱海市) 渡辺・仙洞田 

・10 月 31 日(土) 次期部長・事業主任研修会(東京Ｙ

ＭＣＡ東陽町センター) 渡辺・仙洞田・二子石・

廣瀬  

＜以上、理事キャビネット＞ 

＜以下、あずさ部部長公式訪問＞ 

・10月 18日(日) 八王子クラブ（八王子市）   

標・荒川・小倉・小倉メネット 

 

 

渋江会員が甲府市の「善

行章」を受章、１０月１６

日に行われた甲府市市制施

行１２６周年記念式典にお

いて、表彰されました。 

 

渡辺徳之会員の制作した

武具(鎧)が市役所１階のロ

ビーに展示されています。 

  

  １ ０ 月 役 員 会 報 告   

東奔西走 
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１０月１８日（日）、第１９回あずさ部部会が、甲府

クラブをホストに、山梨県防災新館１階オープンスクエ

アにおいて、９３名の出席者で開催した。あずさ部標部

長の開会点鐘で２時に式典がスタートした。全員で「ワ

イズソング」「ワイズの信条」を唄い、大澤英二会員の

聖書の朗読と祈祷、区役員・ビジターの紹介が行われた。

あずさ部標部長の挨拶では、「“ワイズメンとして１歩

前進”を主題として、皆さんのクラブを訪問し、各クラ

ブ独特ですばらしい例会に参加できて私自身を一歩一歩

前進している感じがした。」 

祝辞で渡辺隆東日本区理事から「信州にＹＭＣＡを作

ろう」「ワイズメンは１００パーセントＹＭＣＡの会員

になろう」と要望があった。あずさ部各事業主査の挨拶

のあと、２０１４－１５表彰伝達式。エルマークロー賞

の望月勉直前部長（富士五湖クラブ）、小山憲彦会員（東

京サンライズ）、野々垣健五会員（甲府２１クラブ）の

うち、欠席の野々垣会員以外のお二人に伝達。また望月

勉直前部長に富士五湖クラブから特別賞の盾が送られた。

あずさ部浅羽俊一郎次期部長の閉会の点鐘で式典が終了

した。第二部として、地雷除去活動を行っていらっしゃ

る雨宮清氏の講演が行われた。以下、要約。 

モノづくりを通しての国際貢献 雨宮清氏 

私は１９９４年ビジネスでカンボジアを訪れた。そこ

で多くの路上生活の子供達や地雷で手足を失った人々を

見てショックを受けた。足を失った老婆の「この国を助

けて下さい」と言う悲痛な言葉が私の活動の始まりだっ

た。翌年６名の社員と共に対人地雷除去機の開発に着手。

三年後には一号機が完成。 

その後五年かけて、自衛隊基地やカンボジア、アフガ

ニスタンで耐爆試験等を行い、現在世界九ヶ国で百十台

以上稼動。爆破による故障や作業員の事故も皆無である。

現地の人達には日本で操作やメンテナンスを教えてい

る。また、機械の後部に

スキを取り付け、地雷除

去と同時に耕作地にな

るようにしている。現在

と日本の子供達の交流

も絵やスポーツを通し

て行っている。また、カ

ンボジアに学校を建て

たり、年間全国八十校を回って講演活動をしている。「モ

ノづくりは人づくり、モノづくりは人の為に」をモット

ーとしている。 

多くの参加者の心に響いた講演だった。このような人

物が、山梨を拠点に活動していることを誇らしく思う。 

会場を談露館に移動して懇親会が行われた。 

甲府クラブ秋山会長が甲州弁で挨拶し会場は大笑い、

田草川会員の食前の感謝のあと、利根川恵子東日本区次

期理事のワインで乾杯をし、大いに交流を深め、最後に

来年の６月５日（土）６日（日）に「ワイズにひかれて

善光寺」をテーマに東日本区長野大会に来てほしいと長

野クラブ森本会長からアピールがあった。全員で「ＹＭ

ＣＡの歌」を歌い和やかなうちに終了した。 （武田） 

 

 

 

   11 月 Happy Birthday  

 

メ ン  内藤宥一( 1 日)  北条繁寿( 2 日) 

中澤 大(12 日)  丸茂正樹(30 日) 

Ｐ.マウントフォード(13 日) 

メネット 山崎明子( 3 日)   荒川宏枝(25 日)  

   

   11 月 Wedding  Anniversary  

 

渡辺 隆 ♡ 隆子( 4 日)   石原祥平 ♡ 靖子( 5 日) 

石塚 誠 ♡ 朝子( 3 日)    

Ｐ.マウントフォード ♡ 内藤いづみ(25日)  
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会員増強キャンペーンに総力を(Ⅱ) 

ＥＭＣ委員会平原貞美会員より 
―あなたは、どんなアクションを起こしましたか？ 
甲府クラブでは１０月の会員増強月間を契機に、秋山

会長から、クラブ挙げての決意として会員増強の要請が

あり、大澤委員長からは「会員候補者名簿」が発表され

ました。会員各位は１１月例会までに十分検討し、さら

に充実させた候補者名簿ごとに数名のグループを作って、

具体的にアタックしていただきたいと思います。 

この具体的行動が実際に起こせるかどうか、が甲府ク

ラブ未来への分岐点になります。また、渡辺理事、標部

長の所属クラブが、ＥＭＣ活動の実績をあげることは、

理事、部長への大きなバックアップとなります。さらに

重要なことは、歴史と伝統ある甲府クラブにとって、有

能な会員を得ることは、会員相互の資質を高め、広く奉

仕活動活性化への原動力となるものです。そこに、ワイ

ズとしての「生き甲斐」があると思います。 

以下の協力を、１１月例会からお願いします。 

①候補者名簿のどなたを推薦・協力するかの意思表示。 

（複数候補の掛け持ち歓迎・名簿以外の人物の追加も可

能・決めかねる場合は委員会へ一任してください） 

②候補者ごとにグループ（リーダー）を作る（委員会で決定） 

③勧誘の経過について、例会ごとに報告 

④持参資料その他、委員会（大澤委員長）に相談 

●成功させよう、会員増強キャンペーン in 甲府クラブ 

 

 

 

鈴木会員 よきワイズの友人、友情に恵まれて感謝。しばら

く休みが続きます（ご芳志を、ボックスに加算しました）。 

秋山会長 あずさ部部会、全員で盛り上げましょう。 

二子石会員 あずさ部部会には皆で参加しましょう。 

石塚会員 二回例会を欠席しました。今月出席してワイ

ズの楽しさを改めて感じた次第です。 

金丸会員 ニコニコボックスの箱の底に、寄贈者の名前が

記してあります。田中会員の偉大さを再認識しました。 

田中(司)会員 すっかり寒くなりました。お互いに健康に

気を付けましょう。 

 

行 事 予 定 

 １１月２２日（日） 伊東クラブ４０周年例会（伊東温泉） 

 １１月２４日（火） 11月役員会（ＹＭＣＡ） 

 １２月 ８日（火） クリスマス例会 

 
 

 

特別寄稿 池 の 鯉 渡辺 隆 

北海道部、北東部、湘南・沖縄部、富士山部、関東東

部、東新部、あずさ部の部会に来賓として出席させていた

だきました。甲府クラブの一員として、他クラブと比較した

わが甲府クラブ、そしてあずさ部の活気が気になります。 

若手の会員がクラブ運営をリードし、高齢の会員はそれ

に目を細めて嬉しそうにしているクラブ。ＹＭＣＡ幼稚園の

父兄を中心に若い会員が集まったクラブ。高齢会員が中

心で、もし若手の会員が入会したら、介護施設のなかの

介護スタッフになりかねないようなクラブ。音楽を中心にお

互いに理解しあい、会員同士の楽しみが中心のようなクラ

ブ。人口数百万の都市でありながら会員がグッドスタンデ

ィングに届かないクラブ。 

どのクラブにも現状を打破し、未来に向けたワイズを目

指そうとする姿は強く感じられます。ところで、甲府クラブ

の様子はどのようなものでしょうか。若手がリードしている

ようでは無い、また在籍年数の長い会員がリードしている

ようでも無い、会長の顔が見えにくい。あずさ部はもとより、

東日本区でも、一二を争う会員数でありながら何か静観し

ているようで、東日本区の他クラブからはどのように見られ

ているのでしょうか。 

奉仕活動は自分に暇が出来たら、出来るものでは無い

と考えます。忙しい毎日の仕事を工面して奉仕活動の時

間を作る努力、そして制約されたその中で考え、実施され

たことが価値ある奉仕活動と思います。そこで得られた経

験が自己を高めてくれる筈です。 

そのために高い会費を払い、部会・区大会・国際大会

などに参加することもできます。そこでワイズ仲間と語り・

触れ合い、ワイズの会員であることが自己研鑽への投資

に繋がるのではないでしょうか。  

 

 

 

 

甲府駅北口まちづくり委員会から 
ラロの会から  

藤村記念館周辺の秋咲きのバラは、１１月中頃までが

見頃です。順調に育っています。９月２０日にはバラの

専門家小松みどり氏をお招きし、講演会を催しました。 

  今後の北口インフォメーション 

１２月５日（土） バス広場フェスティバル 

１２月１２日・１３日  マルシェ 

１２月１５日（火） きたぐち音楽会（藤村記念館） 

数多くの皆さんのお越しをお待ちしております。 

ニコニコメッセージ 


